ネパール入国及び日本帰国に関する両国の入国条件（9月24日現在）と実習ツアーチームの対応
2021年9月24日現在における日ネ両国政府の入国・帰国条件を以下に記します。第10回学生のヒマラヤ野外実習ツアーチーム(SHET-10)の出発時にこれが改訂された場合も以下記述の対応を参考にします。なお、両国政府による旅行取りやめなどの要請が出されたときは実施を1年間延期します。

ネパール入国時
①日本出国の前72時間以内のPCR陰性証明書の所持
②ワクチン2度あるいは3度接種証明書の提示者はカトマンズでのホテル1-2泊の後は移動自由。
③ワクチン不十分あるいは未接種者は10日間のホテル待機で11日目のPCR検査陰性で移動自由となる、ただし、各地方によってなんらかの制限があり得る。
④なお、入国VISAは空港で申請し、発給される。

ネパールからの日本帰国時
⑤ネパール出国前72時間以内のPCR陰性証明書の所持
⑥空港検疫所の指定ホテルで3日間待機
⑦その後は自宅かホテルで14日間健康観察待機
⑧上記に関する本人の移動は公共乗り物は使わず、自家用車、レンタカー、タクシーなどでなければならない。
上記両国の入国・帰国条件に対するSHET-10の対応
SHET-10 参加者は日本出発時には上記①及び②をクリアしておくことが必要です。帰国時の⑥と⑦の待機は参加者各自の責任で対応をお願いしますが、対応が困難な人は関空帰着者に限り、実習ツアーの実施主体であるゴンドワナ地質環境研究所が対応に協力できます。帰着後3日間滞在が義務付けられる経済的なホテルの探索やその後のレンタカー手配などいろいろな協力が可能ですが、まずは以下のような準備をしました。帰国4日目から数日間は和歌山県橋本市の研究所にご滞在頂き、その後は長野県白馬村の研究所分室にご滞在頂きます。空港から橋本市の研究所への異動や研究所から白馬村分室までの異動は研究所でお世話します。なお、橋本市～白馬村の間にご自宅等がある人で、そのご自宅等への帰宅希望者は、上記の異動途中にご帰宅頂くことが可能です。以上の滞在と移動については食費・光熱費・ガソリン代・高速料金、あるいはレンタカー料金など実費のご負担が必要です。
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